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Traffic simulation was carried out using Cellular Automata model at Setagaya street and 
Tsurukawa highway where traffic congestion is constantly occurring. Simplified traffic flow, 
learned the mechanism of traffic congestion occurrence, and calculated the passing traffic 
volume. From the researched result, using the cellular automaton model and the basic 
traffic capacity shown in the Road Construction Ordinance were almost equal. 














































 表 2.1 では,注目セルと近傍セルの関係が上列の状態の
場合に,次のタイムステップでは注目セルが下列の状態に
遷移することを示している.例えば,表 2.1において, 
       {St₋₁,St₀,St₁}=｛1,0,0｝ 









































図 2.2 密度が小さい時のルール 184の挙動 
 
 





状態である.この状態に,自動車を 1 台追加すると,3 つの
自動車からなる小さな渋滞クラスターが図 2.4 のように
発生するようになる. 




St₋₁,St₀,Sｔ₁ 111 110 101 100
St₊₁ 0 1 0 1
St₋₁,St₀,Sｔ₁ 011 010 001 000
St₊₁ 1 0 1 0
 この,臨界状態にあるときの密度を「臨海密度」といって











図 2.4 臨界状態におけるルール 184の挙動 
 
 












におけるグラフを見ると臨海密度は 1km あたり 50 台とな
り東名高速道路焼津付近は片側 2車線道であることから 1





































き,自動車は車間距離 15.4m を保って動き続ける.図 3.3
では自動車が信号待ち等で止まっているときや渋滞にな
って動けない状態を示している. 





ールは変わらないが,時刻 t の時と比べて時刻 t+1 の時
は 2 マス進むような挙動を用いるものとする.ただし,前
が 1 マスしか空いていない場合には 1 マスしか進まない
ものとする.この挙動を図にしたものが図 3.4,図 3.5であ
る. 
図 3.4 前方が空いているときの世田谷通り 
セルオートマトン





る時間を算出すると,自動車は 1 度に 2 マス進むことから





図 3.6 世田谷通り対象地域内の交差点位置 
表 3.1 世田谷通り内の信号機の赤青時間 
及び信号間の距離 
青時間(マス) 赤時間(マス) 差(マス) 距離(マス)
39 15 37
42 15 -5 25
45 15 4 23
27 25 38 60
34 24 0 82
39 19 4 46
32 16 6 102
32 16 0 21
32 16 0 9




















図 3.7 密度 1/3状態における世田谷通り 
セルオートマトンモデル
上の図における①から➉は表 3.1 に示した各交差点を表











として算出すると,密度が 0.3036=51/168 である図 3.8 の





図 3.8 密度 38/125状態の世田谷通り 
セルオートマトンモデル
図 3.9 密度 51/168状態の世田谷通り 
セルオートマトンモデル




















差点では図 4.10 にも記載してある通り青時間が 51 秒に












密度 1/4 及び密度 1/8 の状態においての渋滞距離はそれ
ぞれ,世田谷通りが 28マスであり,1マスの長さが 6.7mで
あることを利用して求めると 187.6m,である.また,ラン












図 3.10 世田谷通り最適信号時間の自動車の挙動 
 










 表 3.2 世田谷通りにおける赤青信号時間
  
青時間(世)時間(秒) 青時間(ラ)時間(秒) 青時間(世)マス 青時間(ラ)マス 世田谷通り渋滞距離(m) ランド通り渋滞距離(m)
33.8 31.9 18 17 187.6 104
43.1 22.5 23 12 140.7 65
48.8 16.9 26 9 100.5 65
50.6 15.0 27 8 80.4 71.5
52.5 13.1 28 7 87.1 123.5
4. 結果から導かれる結論 
世田谷通りと同様に鶴川街道でも解析を行い通過可能交
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世田谷通り
鶴川街道
通過台数
1209台
1368台
2車線
多車線
基本交通容量
2500台/時/往復
2200台/時/往復
